
 

 

 

１ 実践の目的 
（１）研究主題について 

 対話的な学びを通じて「思考力、判断力、

表現力等」を育成するために、学習者の視点

に立って「学習する生徒が主役となる授業

づくり」を進めるとともに、生徒一人ひとり

の「学び」を確かなものとするための視点と

して「指導と評価の一体化」を一層重視する

ことによって「主体的・対話的で深い学び」

の実現をめざし、「学ぶよろこび」を実感し

ながら資質･能力を身につけることができ

るものと考える。 

（２）主題設定の背景について 

 近年、PISA 調査などの国際学力調査で見

えてきたことは、自ら考えたり、考えたこと

を表現したりする力に課題があるというこ

とである。教師主導の一斉学習や講義形式

の授業と、記憶の再現や再生を測定するだ

けのペーパーテストから脱却し、「思考力、

判断力、表現力等」を育成する授業へと変え

る必要がある。そのために、学習者の視点に

立った学習プロセスの再設計が大切である。

学習者にとって学ぶ意味や意義を明確にし、

「学びに向かう力」のベースとなる「もっと

学びたい」という気持ちが高まるような授

業改善を進めていきたい。 

２ 実践の内容 

（１）校内研究構造改革 

本校は、令和元年度より授業改善アドバ

イザーとして 三浦修一 氏を招き、継続的

に授業改善を進めてきた。授業づくりの改

善ための土台が整い、昨年度から「学びの質

的向上」を図るフェーズへと移行した。 

①生徒のための単元デザインシート 

単元デザインシートは「学びのプラン」と

して授業で学習者に配付し、学習者が学習

の見通しを立てるためのツールとして活用

している。授業者が単元デザインシートを

作成する際は、該当の教科だけで検討する

のではなく、できるだけ多くの人と共有し

て意見交換を行い、ブラッシュアップを図

った。さらに、今年度はより生徒が何をして、

どのような力を身につけなければならない

のかがわかりやすいように文章の量を減ら

すことを意識して作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             松田町立松田中学校 
    研究主題：学習する生徒が主役となる授業づくり 〜学ぶ力を育てる学校へ〜えたり、

考えたことを表現したりする力に課題があるということである。教師主導の一斉学習や

講義形式の授業と、記憶の再現や再生を測定するだけのペーパーテストから脱却し、

「思考力・判断力・表現力等」を育成する授業へと変える必要がある。そのために「学

習者の視点に立って授業改善を進める」ことが重要であると考える。 

 

令和６年度かながわ学びづくり実践研究推進校 実践報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②授業づくりカンファレンス 

より多くの学習者の声に耳を傾けられる

ように、人数や時間の最適解を図った。「い

かに資質・能力を育成することができたか

や、そのための授業をどのように行ったか」

について、授業に関わる生徒すべてが考え、

意見を述べ合った。また、学習者が授業をど

のように受け止めていたのかを確認し、授

業を質的に評価する姿勢かを大切にした。 

③学ぶ力を身につけるためのスキル「受け

止め」 

 同じ学習内容でも、どのように受け止め、

処理し、発信するかによって学習者の学び

の質は大きく変わる。そのため、昨年度と同

様、授業者がより学びの質を高めるために

「受け止め」を重点目標とした。リフレクシ

ョンを行う際にも、学習者が問いをどのよ

うに受け止めているか、深い学びを得られ

ているかを確認できるよう、方法やタイミ

ングを工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果 
授業改善のための土台づくりの一つにあ

る単元デザインシートでは、検討会の中で

大きな問いの設定や身につけさせたい資

質・能力を発揮させるための学習プロセス

が生徒にも伝わるかなどの意見交換ができ

た。単元が始まる際には、学習者にある程度

完成した「仮キュラム」を配付し、学習者の

学びの進度に応じてカリキュラムを変更す

ることも絞り込みながら、学習者と共有す

ることを優先した。 

授業づくりカンファレンスにおいては昨

年度よりも多くの学習者の声を授業者が耳

を傾けたり、生徒だけのカンファレンスな

ども行ったり、授業をより良くしようとす

る取り組みも見られた。 

学びの本質に触れられるようにするため、

単元の始めに、学習者が「単元を貫く大きな

問い」を受け止められているか、リフレクシ

ョンで確認している教科も見られた。 

４ 今後の展開 

 今後も校内で策定した「中長期学びづく

り計画」に沿って、学びの質的向上を図って

いく計画である。授業改善の土台をブラッ

シュアップするとともに、学ぶ力を身につ

け、学びの本質に触れられる学習者が増え

る授業づくりを展開していきたい。一つの

学習活動を通じて、「思考力、判断力、表現

力等」の育成が図れるように、生徒一人ひと

りが単元を貫く大きな問いを通して、「答え

を探し出す」ような授業ではなく、様々な視

点からの「答えづくり」ができるような授業

改善を図っていきたい。また、「知識・技能」

の習得の仕方や何を問われているのかの

「受け止め」について継続的に進めたい。 

 


